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地球温暖化副読本を活用した指導事例（１時間扱い　４５分）

(1)　目標

　地球温暖化について理解するとともに、地球温暖化を防ぐために自分ができる行動を考えて、実践する。

(2)　展開

	学習活動
	◇教師の支援　★評価規準（評価方法）
	時間

（分）

	１　本時の課題を知る。


２　地球温暖化の原因が二

　酸化炭素であることを知

　る。

３　日常生活において、エ
　ネルギー消費と二酸化炭
　素の排出が関係している
　ことを知る。
４　二酸化炭素を減らすた

　めに家庭や学校でできる

　ことを考え、グループで

　話し合い、発表する。


	◇今、地球の温暖化によって様々な影響が出て

　いることを副読本で確認し、提示する。

　　　　　　　　　　　　（副読本　P1～4）

　（例）氷河が融ける　干ばつが起こる

　　　　集中豪雨が起こる　など

★世界や日本で起きている地球温暖化による影

　響について興味をもって読んでいる。（観察）

◇地球温暖化の原因が二酸化炭素であることを

　イラストを示して説明する。（副読本P5～7）

　（例）温室効果のしくみ　　など

◇電気やガスの使用、水の使用、ゴミの廃棄等が二酸化炭素と関係があることや家庭における消費電力量が多い製品について副読本を使って説明する。（副読本P8～11）

◇毎日の生活の中で、二酸化炭素を減らすため

　に、学校でできることを副読本のワークシー

　トを使って考えさせる。（副読本P12）

　（例）人がいない部屋の照明は消す。

　　　　給食を残さず食べる　　　など

◇ワークシートに記入した自分の考えをもと
　に、グループで話し合い、発表させる。

★自分の生活を見直し、二酸化炭素を減らすた

　めに学校でできることを考えることができ

　る。（対話、ワークシート、観察、発言）


	　５分

　５分

　５分

２０分



	学習活動
	◇教師の支援　★評価規準（評価方法）
	時間

（分）

	５　自分の行動によって、

　地球温暖化を防げること

　を知る。

６　地球温暖化を防ぐため

　に、これから自分ができ

　ることを実践する。
	◇家庭における省エネの工夫や身近な施設の工
　夫、森のはたらき、自然エネルギーの活用な
　ど、地球温暖化を防ぐ取組について副読本を
　使って説明する。（副読本P13～15）

◇毎日の行動の中で、地球温暖化を防ぐために

　何を実践していくのか確認する。

★これから地球温暖化を防ぐために、自分がで

　きることを実践しようとしている。

（対話、観察、発言）


	５分

５分


(3)　資料

　　副読本「広げよう！ＳＴＯＰ温暖化－未来の私たちのために－」
　　　　　　平成２８年１２月　埼玉県発行
地球温暖化副読本を活用した指導事例（２時間扱い　９０分）

(1)　目標

　地球温暖化について理解するとともに、地球温暖化を防ぐために自分ができる行動を考えて、実践する。

(2)　展開

	学習活動
	◇教師の支援　★評価規準（評価方法）
	時間

（分）

	１　本時の課題を知る。


２　地球温暖化の原因が二

　酸化炭素であることを知

　る。

３　二酸化炭素がでる原因

　を話し合い、発表する。


	◇今、地球の温暖化によって様々な影響が出て

　いることを副読本で確認し、提示する。

　　　　　　　　　　　　（副読本　P2～4）

　（例）氷河が融ける　干ばつが起こる

　　　　集中豪雨が起こる　など

★世界や日本で起きている地球温暖化による影

　響について興味をもって読んでいる。（観察）

◇地球温暖化の原因が二酸化炭素であることを

　副読本のグラフや解説ノートを示して説明す

　る。（副読本P5～7）

　（例）二酸化炭素と空気の加熱実験

　　　　温室効果のしくみ

　　　　現在の状況、将来の予測　　など

◇二酸化炭素がでる原因となっている事象につ

　いて、副読本を使ってグループごとに話し合　　

　わせる。（副読本P8～11）

　（例）ものが燃えると二酸化炭素が発生する。

　　　　エネルギーを使うと二酸化炭素が発生

　　　　する。

　　　　水を出しっぱなしにすると二酸化炭素

　　　　が発生する。　　　など

◇グループごとに発表させる。

★友達のアドバイスを参考にしながら、班で話

　し合い、二酸化炭素がでる原因について発表

　できる。（対話、観察、発言）


	１０分

１０分

２０分



	学習活動
	◇教師の支援　★評価規準（評価方法）
	時間

（分）

	４　日常生活において、エ
　ネルギー消費と二酸化炭
　素の排出が関係している　

ことを知る。
５　二酸化炭素を減らすた

　めに家庭や学校でできる

　ことを考え、グループで

　話し合い、発表する。

６　自分の行動によって、

　地球温暖化を防げること

　を知る。

７　地球温暖化を防ぐため

　に、これから自分ができ

　ることを実践する。


	◇電気やガスの使用、水の使用、ゴミの廃棄等が二酸化炭素と関係があることや家庭における消費電力量が多い製品について副読本を使って説明する。（副読本P8～11）

◇毎日の生活の中で、二酸化炭素を減らすため

　に、家庭や学校でできることを副読本のワー　

　クシートを使って考えさせる。（副読本P12）

　（例）エアコンをこまめに消す。

　　　　水を出しっぱなしにしない。

　　　　部屋にいないときは、電気のスイッチ

　　　　を消す。　　　など

◇ワークシートに記入した自分の考えをもとに、グループで話し合い、模造紙にまとめ、発表させる。

★自分の生活を見直し、二酸化炭素を減らすた

　めに家庭や学校でできることを考えることが

　できる。（対話、ワークシート、観察、発言）

◇家庭における省エネの工夫や身近な施設の工夫、森のはたらき、自然エネルギーの活用など、地球温暖化を防ぐ取組について副読本を使って説明する。（副読本P13～15）

◇毎日の行動の中で、地球温暖化を防ぐために

　何を実践していくのか確認する。

★これから地球温暖化を防ぐために、自分がで

　きることを実践しようとしている。

（対話、観察、発言）


	５分

３０分

１０分

　５分


(3)　資料

　　副読本「広げよう！ＳＴＯＰ温暖化－未来の私たちのために－」

　　　　　　平成２８年１２月　埼玉県発行
地球温暖化について考えよう。





地球温暖化について考えよう。









